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1. はじめに 

近年，携帯端末のような小さな画面に高解像

度画像を効果的に表示する技術が必要とされて

いる．補間関数を利用すれば，画像を縮小して

表示をすることができるが，必ずしも画像中の

重要な部分が見やすいとは限らない．そのよう

な問題を解決するために，Avidan and Shamir 

(2007)
[1]は画像の勾配強度(エッジ強度)をもとに

縦横につながるシームを抽出し，シームを構成

する画素における総エネルギーを計算すること

により，画像の主要な部分を残したまま画像縮

小を行うことができるシームカービングを提案

した．しかしながら，シームカービングにおい

て，シームを適切に計算できなければ，縮小し

た画像に歪みが生じるという課題がある．本研

究では，シームの計算をより適切に行えるよう

に，縮小対象の画像内のオブジェクトに対する

勾配強度を改善する前処理を提案し，縮小後の

画像に対する印象評価を行う．  

2. 提案手法 

以下，シームカービングに対する前処理につ

いて説明する． 

2.1. 入力画像の前景と背景の分離 

 入力画像に対して大津の判別分析法を用いる

ことで画像中の前景と背景を分離する．当該手

法では，画像の濃度値をもとに閾値処理を適用

して 2 値画像を生成するが，その閾値は 2 値画像

の各階調における原画像の濃度値の分散が最大

となるように自動的に決定される．本研究では，

作成した 2 値画像に対して手動で前景と背景画像

を指定し，前景と背景のマスク画像を作成する． 

2.2. 前景画像に対するノイズ付与 

 本研究では，縮小対象の画像における前景部

分に対し，ノイズ振幅σをもつガウスノイズを

付与する．当該ノイズの付与により，前景画像

における勾配強度を強化し，画像縮小時に前景

画像に対するシームの重要度を高めようとする． 

2.3. トータルバリエーションによるエッジ部分

の強化 

 前述のノイズの付与は，前景画像における勾

配強度を強化するが，当該ノイズによって，前

景画像において本来エッジが存在しない箇所に

新たにエッジ（偽エッジ）が形成される可能性

もある．ここでノイズ付与後の前景画像に対し

てトータルバリエーション(TV)
 [2]を適用し，前景

画像のエッジを残しながら，平滑化処理を行う． 

 図 1 は，前処理有無による勾配強度とそれをも

とに縮小した画像を示す．提案手法における前

処理により，より適切に画像縮小が行えること

が分かる． 

3. 実験 

提案手法の有効性を示すため，縮小後の画像

に対する印象評価実験を行う．実験では，二重

刺激妨害尺度法（ Double Stimulus Impairment 

Scale; DSIS）を採用し，被験者に縮小前後の画像

を提示した後，縮小後の画像に対する違和感に

ついて，5 段階スケールの DMOS (Differential 

Mean Opinion Score)値を求めた．この評価項目は，

快適感を評価するための心理因子の中で最も寄

与率が高いもの[3]とされている．ここで，評価対

象画像は 50%または 75%に縮小されたものであ

り，ノイズ振幅σを 8 画素刻みで 8〜24 画素に変

化させている．評価時の観視条件として，国際

電気通信連合会無線通信会 (ITU-R BT.710) に勧

告されている研究用の条件を利用し，評価する
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(a) 工夫無し       (b) ノイズ+TV  (c) ノイズ(前景)+TV

図 1 前処理有無による縮小画像の違い
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画像は RetargetMe
 [4]にて公表されている画像 69

枚を使用し，被験者は学生 20 名を採用した． 

4. 結果 

実験結果から得られた DMOS 値をもとに，テ

ューキー法（Tukey 法）による多重比較分析を行

った．その結果，提案手法におけるノイズ振幅

σを 16〜24 画素とした場合，従来のシームカー

ビングと比べると違和感なく画像を縮小するこ

とができた．また，画像を縮小時に利用したノ

イズ振幅と縮小率との関連を調べるために，

DMOS 値に対して二元配置分散分析を行った．

表 1 は，算出した分散分析表を示す．表から，縮

小率に対して主効果が認められたが，ノイズ強

度に対しては主効果が認められず，交互作用も

ないことが明らかになった．図 2 は，実験で使用

した従来のシームカービングと提案手法のシー

ムカービングで縮小した画像の一例を示す． 

5. まとめ 

本研究では，縮小対象の画像内のオブジェク

トに対する勾配強度を改善する前処理を提案し，

シームカービングの結果画像を改善することが

できた．今後，提案の前処理とシームカービン

グの両方を高速化し，動画に適用できるように

する予定である． 
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表 1 実験結果からの分散分析表 

 

           

(a) 従来のシームカービングによって画像を 75%に縮小した結果 

 

   

(b) 提案手法によって画像を 75%に縮小した結果 

図 2 実験で使用した画像の一例 
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